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ほっとハーク昆陽池

こやいけNOW
このコーナーと同名の企画展「ほっとパークこやいけ」では、毎

回、皆さんに昆陽池公園の魅力を紹介するために、様々な展示方法

を試みています。平成19年度の「ほっとパークこやいけ」 （会期

平成19年4月11日から 7月2日）では、 「こやいけNOW」というユ

ニークな名前の展示コーナーを作ってみました。これは名前の通

り、昆陽池公園の「今」、すなわち「NOW(ナウ）」な情報を皆さ

んにお知らせすることを目的にしたもので、昆虫館のスタッフが昆

陽池でみつけたNOWな情報を、デジカメ写真と簡単なコメントで紹

介するのです。また、見つけた （出会った）場所も、昆陽池いきも

の情報マ ップでわかるようになっています。そして情報の内容に

むしNOW No. 19 4月20日 クマバチ

撮影者 ：奥山清市

「クマバチのオスがホバリングしながら縄張り

をはっています。怖がる人もいるけど、オスは

毒針を持たないので人間を攻撃しません」

よって、昆虫を紹介する「むし

NOW」、花を中心に植物を紹介する

「はなNOW」、野鳥を紹介する「と

りNOW」の 3コーナーに分けて展示

しました 。せっかくの機会なの

で、展示に使用した「こやいけ

NOW」の中でも選りすぐりのもの

を、紙面を借りて紹介してみよう

むしNOW No. 12 4月18日 ナナフシモドキ撮影者河上仁之

「昆虫館入り口のカシの木の若い葉にいます。さがしてみましょう ！」

とりNOW No. 24 5月29日 コブハクチョ ウ 撮影者 ：大塚信一

「給餌場にて食事中のコブハクチョウ、ヌートリアも一緒にお食事中？」

「とりNOW」に協力して頂いた大塚さんは、昆陽池公園でよく

野鳥撮影をされている方で、昆虫館スタッフとも顔なじみです。

今回の企画では、貴重な写真をたくさん提供していただきまし

た。来館者の注目度も高かった「こやいけNOW」ですが、運営に

はひとつ大きな問題がありました。それは「NOW」な情報は、す

ぐに古くなり「OLD」になってしまうことです。しかし捨てたり

せず、昆陽池公園の貴重な記録のバックナンバーとして、これか

らも大切に保管していきたいと思っています。 （奥山清市）



むしムシ虫眼鏡
Vol. 9頭上で嗚くコオロギ

7月下旬から 10月下旬、昆陽池公園の林からは「ヒンヒンヒ

ン」とリズミカルな音が聞こえてきます。聞きなし （音を言葉で

表現すること ）によっては「チンチンチン （キンキンキン）」と

いった金属をたたくような音にも表現されます。音の正体はカネ
かね

タタキというコオロギの仲間の昆虫で、鉦をたたくような鳴き声

を持つことから名前がついたようです。コオロギといえば「コロ

コロリー」と鳴くエンマコオロギのように、草むらにすむイメー

ジが強いのですが、林の中や木の上をすみかとする種類も多くい

ます。体長 1センチほどの茶色い体に、とても短いはねをもつ

（メスにははねがない）カネタタキは夜だけでなく昼にも鳴きま

す。例えば昆陽池公園のウバメガシの木の枝を棒でたたき白い布

で待ちうけるとその姿を目にすることもできます。また、カネタ

タキは、林に限らず住宅地の庭木の茂みからもその鳴き声が聞こ

えてくることがあります。野外では朽ち木や樹皮の隙間等に産み

つけられた卵で冬を越すそうですが、昆虫館の温室では 1年中発

生しているようで、ブーゲンビレア等を剪定している時によく見

つかります。カネタタキの「ヒンヒンヒン （チンチンチン）」の

ように、鳴き声だけで種類が分かってしまうこともよくありま

す。これからの季節、目を 鳳u:~." ,,,,, __ ,, •'""—~--· 
こらすだけでなく、耳を澄

まして自然を観察してみて

はいかがでしょう 。新しい

発見があるかもしれませ

ん。 （野本康太）

亜熱帯の温室から
Vol. 9ランタナの七変化
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いたみのセミ
夏はセミの季節です。いろんなセミたちがバリエーション豊かな鳴き声を聞かt

る代表的なセミたちを紹介します。今年の夏は、セミ博士をめざしてみよう！ （長

E9 1  
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実はカメムシの仲間なんです。

「セミ」は、昆虫の中ではカメムシ目セミ科に属するグループ

のことです。その体をよく観察すると、カメムシと同じく口の部

分がストローのようになっていて、エサの汁を吸うのに適した形

「吸汁口（きゅうじゅうこう）」になっています。不思議なこと

にセミとあのくさいカメムシは、共通の祖先をもつ近縁な仲間な

のです。 セミのロ

セミ （アブラゼミ ）

〈セ ミとカメムシの口のつくり。どちらもストロー状〉

オスの腹弁はよく発達している

夜の神秘、羽化の瞬間

セミの一生はおおむね 3年以上といわれていますが、くわしい

ことはまだよくわかっていません。成虫の寿命は数日ー数週間ほ

どしかなく、一生のほとんどを土の中で幼虫ですごします。十分

に大きくなった幼虫は、夏の夜 （だいたい日没ー午後 8時ぐら

い）に地上へはい出てきて、木の枝などに登り、数時間かけて羽

化します。

羽化したば

かりの成虫

ははねも体

も白っぽ

く、なんと

も神秘的な

姿をしてい

ます。

セミの羽化の様子
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、近くのセミ
：くれます。今回の特集では、セミの持つ魅力と、伊丹や周辺の山で観察でき

j聖大・奥山清市）

||l1＝Z□-
日本に分布する32種のセミのうち、夏に伊丹市内で出会うことが

できるのは、クマゼミ・アブラゼミ・ニイニイゼミ・ツクックボウ

シの 4種類で、伊丹の周辺の山まで足をのばせば、ミンミンゼミや

ヒグラシ等も観察することができます。セミの鳴き声が聞こえた

ら、目をこらしてその姿を探してみましょう。種類によって鳴き声

だけでなく、鳴く時間帯もある程度決まっているのです。

クマゼミ
大型のセミで、体が黒くツヤがあります。午前中を中心に「シ

ャーシャー」もしくは「ワシャワシャ」と鳴きます。抜け殻はア

ブラゼミに似ますが、中あしと後ろあしの間に“おへそ”のよう

なでっぱりがあるのが特徴です。乾燥に強く、近年は都市公園を

中心に個体数が増えているといわれています。

クマゼミの成虫と抜け殻 （矢印は “おへそ＂を示す）

アブラゼミ

ずんぐりとした体に透明なはねをもつセミ

です。西日本の平地ではあまり多くありませ

ん（東日本では平地の最普通種のひとつなの

です） 。昆陽池公園でもごくたまにその声を

聞くことができます。 「ミーンミンミンミン

茶色のまだら模様のはね lミー」とよくとおる声で鳴きます。

を持つセミで、背中にはよく

目立つ白い模様があります。

伊丹では寺社の森などの、ょ lヒグラシ
く木が茂ったうす暗い場所に

多く、午後の時間を中心に

1 「ジージリ・・・ジリージリ

ー」と油を揚げるような声で

鳴いています。抜け殻にはほ

とんど泥がつかず、クマゼミ

の`ものよリソヤがあります。

ニイニイゼミ
小型のセミで、はねは白地

に灰褐色のまだら模様です。

日中に「チー・・・」と長く鳴

きます。抜け殻も小さく、体の

表面が泥でおおわれています。

ックックボウシ
細身の体に透明なはねをも 佑

ちます。発生時期がほかのセ

ミに比べて遅く、 8月の初め

から、初秋の頃まで見ること

ができます 。午後を中心に

「ツクックオーシ・・・」と

鳴きます。

ニイニイゼミの成虫と抜け殻

ックックポウシの成虫

ミンミンゼミ

ックックボウシに似ています

が、腹部がより明るい茶色をして

います。早朝と夕方に「カナカナ

カナ・・・」と涼しげな声で鳴き

ます。夏の終わりに鳴くイメージ

がありますが、山地では7月の始

めごろから鳴いています。

ミンミンゼミの成虫

アブラゼミの成虫と抜け殻 ヒグラシの成虫
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さいきんの

チョウの幼虫は、種類によって決まった植物の葉しか食べませ

ん。このような植物は食草と呼ばれ、チョウの飼育には欠かせない

ものなのです。 しかし、年中チョウの飼育をつづけている間には、

食草の調子や生育が悪い時期があるため、人工飼料を使った飼育も

行っています。

カイコ用の配合飼料には栄養成分やミネラル以外に、食草となるク

ワの葉の粉末が既に配合されています。当館のチョウの飼育には、ク

ワの葉が入っていない配合飼料に、それぞれの食草粉末を混ぜて昆虫

館スタッフがつくっています。水、配合飼料、食草粉末、寒天が材料

です。できあがりは、まるで「羊羹 （ようかん）」のようです。

人工飼料でうまく飼育できる種類もあれば、なかなか難しいものも

あり、現在もいろいろな方法を試しています。食草粉末は、生の葉が

たくさんある時期に切っておき、電子レンジなどで乾燥させミルで粉

砕し、冷凍保存しています。食草粉末は長期保存できるため、チョウ

の飼育数とその食草の生育の様子を見ながら使用し、安定したチョウ

の飼育をめざしています。 （角正美雪）

食草粉末 （リュウキュウガシワ） 人工飼料をつくつている様子

Cl 

~ ,,. 

できあがった人工飼料 人工飼料で飼育しているスジグロカバマダラ
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1本の木には

いったいどれ<

らいの昆虫がく

らしているのだ

ろうか？そんな

素朴な疑問に答

えるべく、フォ

ギング法という

調査を行ないま

した 。 フォギン

グ法とは殺虫成

分を含んだ煙を

樹木に噴霧し、

という特殊な調査法のことです。

6月20日の早朝 4時30分、事前に許可を得た川西市のクヌギ

林に昆虫館スタッフと友の会運営委員の合わせて 6名が集合しま

した。まず、昆虫が好む樹種としてクヌギ・コナラ・アベマキの

3種を選び、株元にブルーシートをしきます。次にフォグマシン

をつかってそれぞれの樹木に約10分間、煙を焚きます。その後約

3時間かけてブルーシートに落ちてきた虫を拾います。私は母校

の大学へ機材を借りに行ったとき、 「すごくたくさん昆虫が採れ

て驚くよ」と言われていたのですが、実際にその目で見てさらに

ビックリしました。ガやナナフシの幼虫、小さいハエなどが無数

に落ちてきたほか、コクワガタが「ボトッ！」と落ちてきたとき

には思わず声をあげてしまいました。

この調査結果は今夏の特別展「となりの森にくらす虫」 (7 

フォギング調査の様子
マスクと防護服を着てフォグマシンを使う

落ちて来た昆虫 1月18日-9月2日）で紹介する予定です。一本の木にすむ昆虫

を全て回収する の量は想像以上にスゴイです！ （長島聖大）
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飼育室から

6月17日、 1虫館をベースに活動している「伊丹ニホンミツバチ研究会」の

はちみつカフ ェの様子

特別カフェ

イベント

「はちみつ

カフェ」を

開催しまし

た。これは

4階展望テ

ラスに 1日

限りのカ

フェをオー

プンし、昆虫館で飼育しているミツバチが集めたおいしいハチミ

ツを味わってもらおうというイベントです。 2回目の今年は、昆

方々と一緒に行いました。ハチミツの純粋なおいしさを味わって

いただこうとシンプルで低価格なメニューとし、当日はミツバチ

やハチミツのことをよ く知ってもらおうと 、様々なイベントも行

いました。

梅雨入りして天気が心配で したが、当日は青空がひろがり暑い

1日となりました。暑いこともあって、冷たい「ちょうちょドリ

ンク」が大人気。急きょ増産し、大忙しとなりました。食べ物で

は「ハチミツホットケーキ」が大人気で、お昼には売り切れてし

まいました。直前に新聞に取り上げていただいたこともあって、

おかげさまでその日は1,200名を超す方々が来館し、カフェだけ

でなくミニコンサートやハチミツ絞り実演も大にぎわいとなりま

した。 （坂本 昇）

•I, 
今年の 4月14日、伊丹市内で行われた観察会「春の原っぱへ

でかけよう！」で大発見がありました。参加者の方々と河川敷

を歩いて採集した昆虫のなかに、ツマグロキチョウというチョ

ウが入っていたのです。 このチョウは環境省のレッドデータブ

ックで絶滅危惧 II類 （絶滅の危険が増大している種） とされ、

伊丹市内での確認はなんと 1972年 9月9日以来の35年ぶりでし

た。慌てて昆虫館の標本庫を確認すると、 35年前の標本が残さ

れており、改めて標本の大切さを実感しました。採集者 （上村

喜一氏） と同定者 （五十川謙氏）が友の会会員で、35年前の確

認者 （河上仁之氏）も、友の会副会長 （昆虫館解説員）という

のも喜ばしい

ことです。今

回発見された

ツマグロキチ

ョウの標本は

各紙に掲載 さ

れた新聞記事

と共に展示中

です。

（野本康太）

ツマグロキチョウ （学名 ：E郎 rema/aew)シロチョ ウ科

キチョウやモンキチョ ウに似ているがはねの形や模様で区別できる。幼

虫の食草はカワラケツメイ （マメ科）。 かつては阪神間にも普通に見られ

たそうだが、食草の減少とともにチョウも姿を消しつつあるよ うだ。

楓本棚入りました! I 

伊丹市昆虫館の 2階

標本庫に、棚が横にス

ライドする可動式標本

棚ができました 。今ま

では部屋の壁に沿って

既存のスチール棚が配

置 してありましたが、

そこに入りきらない標本箱や展示資料がテーブルや床に積み重

ねられた状態でした。そのような中では資料を探すことも一苦

労。そこで 、収蔵ス ペースを有効かつ効率的に活用するため、

可動式標本棚を導入しました。なんとドイツ式標本箱にして約

700箱分が新たに収蔵でき るようになりました。もちろん今まで

の棚も使用しています。 この標本棚のお陰で、昆虫館の資料収

蔵は当面大丈夫そうです。 （角正美雪）

6 



2007ムシっと関西-3つの昆虫館シールラリー-
昨年までの3年間はスタンプラリーでした

が、今年は新たにシールラリーになりました。

シールシートを持って、きんきにある 3

つの昆虫館 （箕面・橿原・伊丹）をまわっ

てみませんか？各昆虫館のシールを全部集

めると、オリジナルバッジがもらえます。

開催期間は平成19年7月 1日 （日）から

平成19年9月2日 （日）までです。

（角正美雪）

いたこん伝言板

置休み・きんきHt,囀瀑携企■

特別展 「となりの森にくらす虫」と夏期開館時間延長
7月18日-9月2日の期間、特別展 "—=~ ウゞl.r―,.. ― 

「となりの森にくらす虫」を開催しま

す。この特別展開催期間中は、昨年に引

き続き閉館時間を 1時間延長し、開館時

間が9: 30-17: 30となります。昆陽池公

圏駐車場も18:00まで営業時間を延長い

たします。 （坂本昇）

t111 ロl
月

月

月

0

1

2

 

1

1

1

 

よお しあんない］

12(日）

18(土）

1 (土）

1 (土）

9 (日）

13(土）

14(日）

21(日）

11 (日）

17(士）

1 (土）

9 (日）

15(土）

23(日）

昆虫折り紙アー ト講座

夏休みむしむし相談室

万華鏡づくり

協力：篠山チルドレンズミュージアム

予約制

虫聴き観察会 予約制

昆虫折 り紙アート講座

ふれあい体験「むしさんこんにちは」

昆虫折 り紙アー ト講座

うらがわ探検

昆虫折り紙アート講座

ふれあい体験「むしさんこんにちは」

ナチュラルリースづくり講習会

昆虫折 り紙アー ト講座

ふれあい体験「むしさんこんにちは」

チョウ温室ガイド

予約制

2

8

8
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昆虫写真コンクールを開催します
昆虫館では、 12月12日から昆虫写真コンクール「いたこん

でフォトコン」を開催する予定です。企画の詳細や写真の応

募方法などについては、 8月ごろからホームページや館内ポ

スター・チラシで告知する予定ですので、カメラの腕に自信

がある方は今のうちから心の準備をしておいてくださいね！

（奥山清市）

新作映像ソフト「むしのあかちゃん」
昆虫館映像ホールの上映ソフトに、新作「むしのあかちゃ

ん」が仲間入りしました。ツダナナフシやオオカマキリ、ク

マゼミのあかちゃんなどの貴重な誕生シーンが満載ですの

で、ぜひ見てください！ （奥山清市）

全国昆虫施設連絡協議会が伊丹で開催されます
昆虫飼育の技術向上や自然保護活動等の情報交換を通し、全

国の昆虫館園連携の強化と資質の向上を図ることを目的に設立

された全国昆虫施設連絡協議会という組織があります。北海道

から沖縄まで29もの昆虫館園や組織が加入しており、もちろん

伊丹市昆虫館も会員です。各館もちまわりで会議を開き、活発

な意見交換を行っています。この協議会が伊丹で13年ぶりに開

かれます。詳細については未定ですが、関連イベントも企画し

ていますので、ぜひ注目してください。 （奥山清市）

7 /18~ 9 / 2 となりの森にくらす虫

すずめばち

昆虫食

昆虫写真コンクール「いたこんでフォトコン」

6 /20~ 9 /10 昆虫採集と標本作り

9 I 5 ~10/15 こおろぎ・ばった みんなのいながわ

9 /12~10/29 カメムシ2
10/31~11/26 ナナフシの七不思議

11/28~ 1 /21 昆虫顔面写真

11/28~ 12/24 ポインセチアとさなぎツリー

· - - -,._~ 討角ーの二申込―方法くわしL匹--・・ 申し込むには

• 伊丹市内に在住の方 ・往復ハガキ、 F瓜 Eメールでおこなえます （締切日必着）。

「広報伊丹」をごらんください。 行事の名前｀参加する全ての方の住所、氏名、年
• 伊丹市外に在住の方

電話でお問い合わせください。
齢（学年）、電話番号、 FAX番号、 Eメールアドレス

「広報伊丹」は伊丹市のホームページからごらん
など記入し、受付期間内にお送り下さい。

になれます。 ・申込多数の場合は抽選になります。

（講習会・観察会の実施日の ・ 往復ハガキの宛先住所

約1ヶ月_,週間前までにお問い合わせください） 。 〒664-0015 伊丹市昆陽池 3-1 伊丹市昆虫館

＊広報伊丹は実施日の約1ヶ月前に掲載します。 ・FAXの宛先番号 072-785-2306 
電括でのお問い合わせは褐戴以降に案内いたします。 ・Eメールの宛先アドレス geJn-skmt@asah ,-net or. jp 

: 〒 I:~;弓：齢） 旦

I I 
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そろそろクマゼミの大合叩に昆閣池が包まれる季節、 うるさいけれど一応これも夏の風物詩ですね。 （奥山）

最近外に出るとなぜか雨が降ります。でも雨男と呼ばないで ！ （長島）

次回（第10号）発行は、 2008 (平成20) 年 2月ごろの予定です。

表紙写真 アプラゼミの羽化 czoon<r1月、昆陽池公園） 撮影 堺勝illI伊丹巾昆虫館友の会）




